
高
岡
教
区 

２０１３ 
７月号 

◇
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
度 

臨
時
教
区
会
の
報
告 

 

去
る
六
月
二
十
六
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼

拝
堂
に
お
い
て
平
成
二
五
年
度
臨
時
教
区
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
二
四
年
度
高
岡
教
区
各
種
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
財
団
関
係
各
種
会
計
決
算
お
よ
び
、
さ

く
ら
保
育
園
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

※
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て 

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
教
区
一
般
会

計
の
総
額
で
は
、
平
成
二
五
年
度
に
繰
越
さ
れ
る

二
四
年
度
剰
余
金
が
百
四
十
七
万
二
百
二
十
二

円
と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
全
体
で
、
予
算
額
に

対
し
、
十
三
万
九
千
六
百
十
八
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
主
に
、
各
種
助
成
金
の
う
ち
、

震
災
被
災
者
受
入
事
業
助
成
金
の
繰
入
に
よ
る

も
の
で
す
。 

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
す
べ
て
の
款
・
項
で

減
額
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
実
践
運
動
推
進
費

で
は
、
連
研
・
門
推
関
係
費
並
び
に
実
践
運
動
関

係
会
議
費
減
に
よ
り
減
と
な
り
、
会
議
費
で
は
、

教
区
会
・
組
長
会
・
諸
会
議
の
開
催
経
費
が
減
と

な
り
ま
し
た
。
教
務
所
費
の
う
ち
、
人
件
費
は
ほ

ぼ
予
算
額
通
り
、
事
務
費
で
は
主
に
慶
弔
費
・
消

耗
品
費
の
減
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
各
種

負
担
金
で
富
山
龍
谷
教
学
会
議
休
会
に
よ
り
負

担
金
の
減
、
そ
の
他
の
費
目
は
、
ほ
ぼ
予
算
額
通

り
執
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

※
平
成
二
十
四
年
度
教
区
特
別
会
計
決
算 

次
に
、
教
区
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

平
衡
資
金
積
立
会
計
・
転
退
職
積
立
会
計
は
、
ほ

ぼ
予
算
額
通
り
の
執
行
で
す
。
災
害
対
策
費
で
は
、

東
日
本
大
震
災
関
係
の
主
に
会
議
費
の
支
出
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
教
化
資
料
作
成
費
で
は
、

本
願
寺
出
版
物
等
の
頒
布
増
・
支
出
増
に
よ
り
繰

越
金
が
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
推
進
費
で
は
、
研
修
費
で
、
福
島
の
こ
ど
も
た

ち
夏
休
み
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
の
支
出
・
会
議

費
・
組
助
成
金
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。 

以
上
が
、
平
成
二
四
年
度
教
区
各
種
会
計
決
算

の
概
要
で
す
。 

※
そ
の
他 

次
に
、
報
告
事
項
と
し
て
「
任
期
満
了
に
伴
う

第
八
選
挙
区
（
高
岡
教
区
）
地
方
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
任
命
」
に
つ
い
て
は
、

教
区
常
備
会
の
同
意
を
得
て
、
教
務
所
長
が
推
薦

す
る
と
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
す
で
に
常
備
会
で

同
意
い
た
だ
い
た
委
員
・
予
備
委
員
に
つ
い
て
の

報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
宗
派
か
ら
の
助
成
金
減
に
よ
る
繰
越
金

減
に
つ
い
て
、
明
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
、
教
区
宗
務
調
査
研
究
財
務
委
員
会
で
審
議
い
た

だ
き
た
い
と
の
常
備
会
か
ら
の
要
望
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
他
、
教
区
内
寺
院
・
各
教
化
団
体
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

金
」
に
つ
き
ま
し
て
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

※
教
学
財
団
関
係 

去
る
五
月
二
九
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
研
修
室

に
お
い
て
平
成
二
五
年
度
一
般
財
団
法
人
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
高
岡
教
区
教
学
財
団
理
事
会
が
、
ま
た
、

六
月
十
九
日
、
同
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二

四
年
度
教
学
財
団
各
種
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
慎

重
審
議
の
上
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
四
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
各
種
決
算

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

「
基
金
会
計
」
・
特
別
会
計
「
教
学
開
発
室
会
計
」

の
三
会
計
の
決
算
報
告
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
特

別
会
計
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
す
べ
て
一
般
会
計

に
ま
と
め
た
決
算
報
告
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
事

業
活
動
収
入
に
お
い
て
、
受
取
会
費
で
、
開
発
室
賛

助
会
費
を
収
納
し
、
事
業
収
入
の
講
座
受
講
料
収
入

で
は
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
を
収
納
し
、
受
取
賃

貸
料
収
入
で
は
、
会
館
使
用
料
等
の
収
納
を
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
ペ
ー
ジ
へ 
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平成２５年度教区賦課金納入について 
５月当初、各ご寺院様宛に教区賦課金の告知書を送付させて頂きました。 
納入期日は告知書に記載してありますように前期分が７月３１日、後期分が１２月２５日迄

となっておりますので早期の納入をお願い致します。尚、今年度の教区賦課金は２０１２（平

成２４）年度の宗派賦課金の１２０％が依頼額となっております 

補
助
金
等
収
入
の
民
間
助
成
金
収
入
で
は
、
教
区
か
ら
の
助
成
金
を

収
納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、
事
業
費
支

出
の
な
か
、
通
信
運
搬
費
支
出
に
お
い
て
、
主
に
通
信
郵
送
料
を
支
出
、

修
繕
費
で
は
、
修
繕
に
か
か
る
経
費
の
ほ
か
、
会
館
清
掃
料
、
ダ
ス
キ

ン
使
用
料
等
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
印
刷
製
本
費
支
出
で
は
教
学
開

発
室
の
研
究
活
動
に
か
か
る
経
費
の
支
出
、
光
熱
水
料
費
支
出
で
は
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、
保
険
料
支
出
で
は
Ｊ
Ａ
火
災
保
険

料
の
支
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
諸
謝
金
支
出
で
は
、
各
種
講
師
礼
等
を

支
出
、
負
担
金
支
出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・

弁
当
代
・
そ
の
他
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
助
成
金
支
出
は
、
教
区
児

童
念
仏
奉
仕
団
に
対
す
る
助
成
金
で
す
。
雑
支
出
で
、
新
法
人
認
可
申

請
に
か
か
わ
る
不
動
産
鑑
定
料
・
会
計
面
で
の
公
認
会
計
士
に
対
す
る

申
請
手
数
料
を
支
出
い
た
し
た
た
め
大
幅
な
超
過
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
管
理
費
支
出
の
う
ち
、
会
議
費
で
会
議
増
の
た
め
予
算
超
過
し
て

お
り
ま
す
。
管
理
費
の
な
か
の
光
熱
水
料
費
は
灯
油
代
の
支
出
で
す
。 

以
上
が
、
平
成
二
四
年
度
教
学
財
団
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で
す
。 

ま
た
、
新
法
人
と
な
り
、
前
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
「
旧
教
学
開
発

室
」
の
事
業
に
つ
い
て
、
評
議
員
会
で
協
議
の
結
果
、
理
事
会
に
お
い

て
、
旧
開
発
室
室
長
・
旧
事
務
局
長
を
交
え
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

次
に
、
こ
れ
ま
で
監
事
の
任
に
あ
り
ま
し
た
、
射
水
組
兒
玉
顯
信
監

事
の
辞
任
願
い
受
理
に
よ
る
新
監
事
の
選
出
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

財
団
に
お
い
て
監
事
経
験
者
の
う
ち
か
ら
、
氷
見
東
組
河
内
幹
夫
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

以 

上 

※
各
種
予
算
書
を
別
紙
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

   

高岡教区黎明・諸種講座の開催について 

下記の日程にて２０１３年度の黎明・諸種講座を開催いたしますので、 

お参りくださいますようお願いいたします。 

義本弘導氏（大阪教区・連研中央講師） 

８月３日午前５時 30 分～ 氷見組「ウイングホールひみ」 

８月４日午前５時～ 砺波組報恩寺 

８月４日午後２時～ 川上組福光教堂 

井上慶永氏（新潟教区・連研中央講師） 

８月１日午後７時～ 若神組善興寺 

８月２日午前５時～ 若神組善興寺 

谷間徹誠氏（石川教区・元教区相談員） 

８月４日午後２時～ 砺波組安詳寺 

８月５日午前５時 30 分～ 若神組光円寺 

藤井賢誠氏（東北教区・本願寺派布教使） 

８月１日午前５時～ 若神組善興寺 

８月２日午前５時～ 川上組永念寺 

８月３日午前５時～ 砺波組照伝寺 

浜畑慧僚氏（大阪教区・本願寺派布教使） 

８月２日午前５時～ 砺波組妙寿寺 

８月３日午前５時～ 若神組善興寺 



 3

○
『念
仏
者
九
条
の
会
』全
国
集
会
が
行
わ
れ
る 

六
月
二
十
四
日
（
月
）
、
本
願
寺
派
富
山
別
院
を
会
場
に
念
仏

者
九
条
の
会
、
全
国
集
会
ｉ
ｎ
富
山
（
第
一
六
回
全
国
集
会
）
が

開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
『
平
和
憲
法
を
ま
も
る
た
め
に
』
、
全

国
か
ら
百
二
十
名
余
り
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
「
改
憲
論
の
歴

史
認
識
」
と
い
う
講
演
テ
ー
マ
で
、
藤
野 

豊
先
生
（
敬
和
学
園

大
学
人
文
学
部
教
授
）
が
講
演
を
さ
れ
た
。 

現
在
日
本
で
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
や
国
会
議
員
を
中
心
に
、
憲

法
を
改
正
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
中
、
先
生
は
、
一
九
五
四

年
の
鳩
山
一
郎
内
閣
が
初
め
て
改
憲
を
主
張
し
た
内
閣
で
あ
る

と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
教
育
改
革
と
憲
法
改
正
を
同
時
に
行
い
国

家
を
愛
す
る
教
育
、
い
わ
ゆ
る
愛
国
心
教
育
を
中
心
と
し
た
制
度

改
革
を
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
自
由
民
主
党
の
結
党
以
来
の
目

標
で
あ
る
と
説
明
。 

そ
れ
が
現
在
の
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
に
よ
っ
て
設
置
し
た

教
育
再
生
実
行
会
議
に
お
い
て
教
育
改
革
を
行
い
、
歴
史
学
と
歴

史
教
育
を
分
離
し
、
事
実
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
日
本
人
の
誇
り
を

見
失
う
も
の
は
、
学
校
教
育
の
現
場
に
お
い
て
は
指
導
せ
ず
、
子

供
た
ち
に
日
本
人
や
民
族
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
教

育
を
し
て
い
く
こ
と
が
安
倍
内
閣
の
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
言
わ
れ
た
。 

次
に
、
自
民
党
だ
け
が
発
表
し
て
い
る
憲
法
の
改
正
草
案
と
憲

法
九
条
を
は
じ
め
と
し
た
現
憲
法
の
改
憲
に
触
れ
、
本
来
憲
法
と

い
う
の
は
国
民
が
国
家
や
政
府
の
横
暴
を
縛
る
も
の
で
あ
る
は

ず
が
、
草
案
で
は
、
国
家
が
国
民
を
縛
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

述
べ
た
。 

ま
た
、
今
回
の

改
憲
に
よ
っ
て
基

本
的
人
権
が
大
き

く
制
限
さ
れ
、
個

人
よ
り
も
国
家
や

そ
れ
に
準
じ
た
公

的
機
関
の
指
示
に

従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
と
説

明
し
、
さ
ら
に
、

集
団
的
自
衛
権
解

釈
の
変
更
は
現
行
の
ま
ま
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
改
憲
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
歴
史
修
正
や
将
来
の
戦
争
準
備
が
で
き
、
過
去
の
戦
争

を
正
当
化
し
、
個
人
よ
り
国
益
と
い
う
大
義
名
分
の
元
、
靖
国
神

社
参
拝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
国
民
の
犠
牲
を
美
化
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
指
摘
。 

そ
の
上
で
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ

リ
ア
と
同
盟
を
し
て
い
た
事
実
か
ら
、
過
去
の
戦
争
を
正
当
化
し

て
い
く
こ
と
は
、
国
際
的
に
見
る
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
を
正

当
化
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
「
生
活
の
場
で
の
憲
法

九
条
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
藤
野
先
生
を
含
め
た
四
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
と
の
意
見
交
換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
憲
法
九
条

の
思
い
や
自
身
の
活
動
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
世
界
各
国
で

理
想
と
言
わ
れ
て
い
る
憲
法
九
条
の
堅
持
を
表
明
し
て
い
く
こ

と
が
、
憲
法
改
正
と
い
う
重
大
な
事
案
に
対
し
て
、

選
挙
権
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
今
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
せ
な
い
状
況
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
話
さ
れ
終
了
し
た
。 

 

次
回
は
十
二
月
十
九
日
に
熊
本
で
第
一
七
回
全

国
集
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

  

全戦没者を悼み平和を願うつどい 2013 

テーマ 「平和と平等 反戦僧侶のメッセージ」 

内容  第１部 全戦没者追悼のつどい 

第２部 平和を願うつどい 

講師  大東 仁 氏（愛知県一宮市 真宗大谷派圓光寺住職） 
日時  ８月５日（月）午後６時３０分～９時３０分  
会場 西本願寺高岡会館１Ｆ 礼拝堂 ※各寺院様にチケット並びにちらしを

郵送いたしております。 
※尚、7月 22 日（月）午後７時より非戦・平和公開学習会「『承元の法難の中

の親鸞聖人』発表者；飛鳥 寛靜氏（ヤスクニ問題専門委員会委員）」を行います

ので、合わせてご参加ください。 



 ４

☆
東
日
本
大
震
災
活
動
支
援
報
告 

災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会
（
織
田
隆
夫
委
員
長
）
と
キ
ッ

ズ
サ
ン
ガ
専
門
委
員
会
（
立
川
証
委
員
長
）
で
は
、
今
年
度
も

夏
休
み
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
行
う
が
、
事
前
の
協
議
の
た
め
福
島

県
へ
訪
問
。
ま
た
、
寺
族
青
年
会
（
清
水
了
渉
会
長
）
は
、
宮

城
県
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。 

去
る
五
月
十
四
日
・
十
五
日
の
二
日
間
、
今
年
度
の
夏
休
み

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
打
合
せ
の
た
め
、
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員

二
名
が
飯
舘
村
の
方
た
ち
が
避
難
生
活
を
送
る
吉
倉
宿
舎
・
松

川
第
二
仮
設
及
び
飯
舘
村
仮
役
場
を
訪
問
し
た
。 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
全
国
各
地
の
団
体
が
同
様
の
企
画
を
立

て
て
い
る
た
め
、
す
で
に
吉
倉
宿
舎
で
も
数
団
体
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
打
診
を
受
け
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
基

本
的
に
は
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
企
画
で
あ
る
た
め
、
松
川
第

二
仮
設
の
よ
う
な
高
齢
者
し
か
い
な
い
施
設
に
は
全
く
声
が

か
か
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
は
子
ど
も
の
居
る
世
帯
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
は

な
く
、
松
川
第
二
仮
設
や
同
じ
く
飯
舘
村
の
方
た
ち
が
避
難
生

活
を
送
る
国
見
仮
設
に
も
募
集
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

飯
舘
村
仮
役
場
で
は
、
募
集
の
際
の
行
政
へ
の
依
頼
等
つ
い

て
や
り
取
り
を
し
、
「
飯
舘
村
で
は
人
材
育
成
と
い
う
面
か
ら
、

震
災
前
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
申
し
出
が
あ
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
案
内
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
飯
舘
村
と
付
近
の
小
中
学
校

の
児
童
に
案
内
い
た
し
ま
す
。
」
と
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
震

災
後
、
飯
舘
村
の
子
ど
も
た
ち
に
肥
満
や
視
力
低
下
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
そ
う
で
、
狭
い
集
合
住
宅
へ
の
引
越
し
な
ど
に
よ
っ

て
「
外
へ
出
な
く
て
も
で
き
る
遊
び
」
と
し
て
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
で

遊
ぶ
時
間
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
ス
ト
レ
ス
の
増
大
が

そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

上
記
の
打
合
せ
の
結
果
、
高
岡
教
区
で
は
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
専
門
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
八
月
九
日
〜
十
二
日
の

四
日
間
に
、
吉
倉
宿
舎
の
児
童
が
居
る
世
帯
を
中
心
に
、

松
川
第
二
仮
設
・
国
見
仮
設
の
方
を
対
象
に
各
組
寺
院
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
企
画
し
て
い
る
。 

七
月
一
〜
三
日
の
日
程
で
寺
族
青
年
会
で
宮
城
県
仙
台

市
に
あ
る
仙
台
別
院
を
拠
点
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
来
ま
し
た
。
二
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
初

日
は
仙
台
市
若
林
区
の
畑
の
復
興
作
業
で
し
た
。
土
を
掘

り
起
こ
し
、
瓦
礫
、
石
な
ど
を
取
り
除
い
て
、
ま
た
畑
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
作
業
で
す
。
た
っ
た
、

数
メ
ー
ト
ル
の
作
業
で
し
た
が
、
瓦
礫
や
石
が
混
じ
っ
て

い
て
ス
コ
ッ
プ
が
刺
さ
ら
ず
と
て
も
大
変
な
作
業
で
し

た
。
そ
こ
の
畑

は
九
百
八
十
坪

あ
る
そ
う
で
ま

だ
ま
だ
時
間
と

た
く
さ
ん
の
人

の
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

周
り
を
見
れ
ば

作
物
の
植
え
て

あ
る
畑
も
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
、
震
災
当

時
の
ま
ま
の
家

も
あ
り
二
年
た
っ
て
も
な
か
な
か
復
興
が
進
ん
で
行
か

な
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

二
日
目
は
、
写
真
洗
浄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と

で
「
震
災
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
お
も
い
で
か
え
る
」

さ
ん
の
方
で
写
真
の
仕
分
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

来
ま
し
た
。
そ
こ
の
方
の
お
話
で
は
、
国
や
市
な
ど
の
支

援
は
生
活
支
援
が
中
心
で
、
写
真
の
よ
う
な
思
い
出
や
精

神
的
な
支
援
に
は
ま
だ
ま
だ
届
い
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ
こ
で
は
、
震
災
の
中
か
ら
集
め

ら
れ
た
写
真
を
、
洗
浄
し
て
持
ち
主
に
返
す
と
う
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
震
災
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
に
来
ら
れ
な

い
方
も
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
全
て
の
方
に
写
真
や
持

ち
物
が
帰
る
ま
で
活
動
し
て
行
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
も
っ
と
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
寺
族
青
年
会
） 

   

支援金現況報告 

高岡教区では支援活動の資金として「支援

活動協力金」の募集をしておりますが、２

０１３年７月８日現在で、１８４ヶ寺・８

４団体・有志２７名より総額で５，２０４，

４８９円の支援活動協力金をお預かりし

ており、現況（残金）は１，９０２，５２

４円となっております。お預かりいたしま

した支援金は支援班の派遣、支援米やホー

ムステイ事業などに使わせていただいて

おります。皆さまの温かいご協力に厚く御

礼申し上げます。 
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二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
度 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
第
一
回
中
央
委
員
会
報
告 

 

 

  

七
月

四

日

、
伝

道
本

部

に
お

い

て
今

年
度

の

第
一
回

中
央

委
員
会

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
運
動
体
制
が

二
年
目
を
迎

え
、
各
教

区
の
運
動
推

進
状

況
の
点
検
結

果
に
つ
い
て
の
報
告
が
主
と
な

り
、

協
議
会
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

実
践
運
動
の
推

進
状

況
の
点
検
は

、
各
教
区
の
委
員
会

で
教
区
や

各
組
か

ら
報
告
さ
れ
た
状
況
を
協

議
評
価
し

、
委
員
長

（
当
教
区
は

教
務
所
長
）
が
判
断
す
る
も
の
で
す
。 

特
徴
的

で
あ

っ
た
の
は

、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
か

ら
提
示

さ
れ
た

様
々
な

課
題
リ
ス
ト

に
対
し

、
全

国
の
組

で
、
二
八
．
三
％

の
組
が
リ
ス
ト
外
か

ら
課
題
を

選
ん

だ
こ
と

で
し
た
。
ち
な
み

に
課

題
リ
ス
ト
か

ら
実
践
目
標
で
、
日
常
の
寺
院
活
動
が
三

二
．
九
％

、

次

に
災

害
支
援
が
一

五
．
三
％

で
そ
の
他
は
少
数

に
と

ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

評
価

に
つ
い
て
の
受
け
と
め
は

各
教
区
の

委
員
で
異
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
協

議
会
で
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。 

意
見
の
中
で
は
、
達
成

感
が
高
い
報
告
が
あ
る

に
も
か
か
わ

ら
ず

、

全
体
的
な

共
有
感
が
な
く
、
課
題
が
見
え
て
い
な

い
と
の
声
が

多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
基
本
的
な

理
念
が
見

え
ず

共
有
さ
れ

な

い
ま
ま
運
動
が
始
動
し
た
こ
と

に
よ
り
、
各
教
区

、
各
組
の
方
向

が

バ
ラ

バ
ラ

で
立

ち

位

置
が

わ
か

ら
な

い
と

い

う

意
見

に

集
約

さ

れ
て
い
ま
す
。 

ま

た

、
今

回

の
中

央

委

員
会

で
も

、
こ

れ

ま

で
の

基

幹
運
動

と

の

関
わ

り

に
つ

い

て
の
質

問
や

意
見

も

多
く
出

さ

れ
ま

し

た

。

重

点

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

推

進
室

の

捉

え
方

は

、
こ
れ

ま

で
の

「

差
別

・

ヤ
ス

ク

ニ

問
題

」
の

取

り
組

み
は

経

常

部

門
で
あ

る
担

当

部

署
の

役
割

で
あ

る
と

の

回

答
に
と

ど
ま

り
ま

し

た
。

何

よ
り

、
宗

門
の

社
会

的

貢
献

、

公

益
性
を

ア

ピ
ー

ル
す

る

運
動

で
あ
る

こ

と

が

強

調
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

最

後
に
総

合

研
究

所

か

ら
、
こ

の

運
動

が

社

会
か

ら
要

請
さ

れ

た
も

の

で
は
な

く

、
内
発

的

な

問

題
と

し

て
推

進
し

て

い
く

こ

と

が
社

会

の

公
協

性

に

つ
な

が

っ
て

い
く
と

の
回

答
が
あ

り
ま

し

た
。 

こ

の
実

践

運

動
は

、
こ

れ
ま

で
の

成

果
を

踏

ま

え

て
と

言
い
な

が

ら

、
こ

れ
ま

で
推

進
し

て

き
た

基

幹
運

動
と

は

全
く

別

の

方

向

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

か

つ
て
の

基

幹
運

動

の

立
ち

位

置
は

、
社

会

の
諸

問

題

、
現
実

の
苦

悩

か

ら
出

発

し

た
運

動

で
あ

っ
た

こ

と
を

再

確
認
す

る

委

員

も
多
く
い
た
中
で
中
央

委
員
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

【
教
区
実
践
運
動
委
員
会
副
委
員
長 

山
名 

一
徳
】 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 



 

 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 
◎７／13（土）：安部 智海 氏 

（浄土真宗本願寺派総合研究所研究助手） 
「聴 くということ」 

□７／14（日）：志田 常無 氏（富山教区・長念寺） 
◎７／20（土）：苅屋 光影 氏（広島県・光行寺） 

「ご縁にあう」 

◎７／27（土）：苅屋 光影 氏（広島県・光行寺） 
「ご縁をよろこぶ」 

□７／28（日）：  未   定  （富山教区） 
◎８／３（土）：中川 大城 氏（奈良県・無量寺） 

「仏 さまになるんやで」  

◎８／10（土）：中川 大城 氏（奈良県・無量寺） 
「生 きる～詩の世界～」 

□８／11（日）：篠島 敏信 氏（高岡教区・長楽寺） 
◎８／17（土）： 楠 眞 氏（岐阜県・縁覺寺） 

「いのちを共にする」  

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ７，０００円 
・大 箱 （４５袋）  ２，０００円 
・小 箱 （１６袋）    ９００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師：     未  定  
 

ご講題：『 未 定 』 
午後 1 時 20 分ころからビデオ上映、２時から

お正信偈六首引のお勤めです。どうぞお誘い

あわせてお参りください。 

   ◇これからの日程（７/１９～８/２１）◇  

 ７月     

 

19 

 

22 

23 

 

 

24 

 

 

25 

 

26 

 

29 

30 

 

８月 

 

 

５ 

６ 

 

８ 

９ 

11 

14 

 

19 

20 

会館永代経 

 

非戦・平和公開学習会 

仏婦連盟実践運動研修会 

教区委常任委員会 

 

門徒総代会総会 

長寿苑ビハーラ活動 

教区コーラス練習日 

布教大会（井波別院） 

 

関野組夏期研修会（～２７） 

さくら保育園夕涼み会 

中央教修修了者のつどい 

 

 

８月１日～５日各組寺院で

黎明・諸種講座 

 

教区平和を願うつどい 

雨晴苑ビハーラ活動 

教区コーラス練習日 

同朋運動推進者研修会 

 

常例法座 

教務所お盆休み 

（１７日まで） 

聖典セミナー（５回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童念仏奉仕団 

（～３１・本山） 

 

 

 

 

 

 

 

飯館村住民高岡教区内へ

ホームスティ（９～１２） 

 

 

 

Ｂ講員研修会 

（～２１・福井）  
     

 

編
集
後
記 

北
陸
で
は
、
若
い
世
代
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

方
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
来
年
四
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
る
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
中
、
今
の
う
ち
に
と
い
う
思
い
が
強
い

か
ら
な
の
か
。
北
陸
、
と
り
わ
け
富
山
県
は
持
ち
家
率
の
高
い
県

で
あ
る
が
、
最
近
は
空
き
家
も
多
く
、
子
供
た
ち
は
地
元
を
離
れ
、

一
人
暮
ら
し
の
方
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

何
年
か
前
、
ロ
シ
ア
で
は
、
家
を
提
供
し
た
い
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
と
家
が
欲
し
い
と
い
う
若
い
世
代
が
他
人
同
士
で
同
居
を

し
て
い
る
と
い
う
番
組
が
放
送
を
さ
れ
て
い
た
。
経
済
的
な
事
情

に
よ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。 

理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
に
よ
っ
て
、

核
家
族
や
夫
婦
だ
け
で
生
活
を
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
地
域
や

様
々
な
世
代
の
方
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ど
こ
で
家
を
建
て

て
も
あ
っ
て
ほ
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。 
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